
Ⅱ　当初予算の主要事業

【１．安心して健やかに暮らせるまち〔安心健康都市〕】

（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

<市民生活の安心感を高める>

　・ デジタル防災行政無線整備事業［安心安全課］ 17,700

（新） ・ わが家の安心安全ガイドブック更新事業［安心安全課］ 22,752

（拡） ・ 地下壕安全対策事業［安心安全課］ 13,287

・ 木造住宅の耐震診断費及び耐震改修費補助[建築指導課] 4,500

・ 民間建築物アスベスト対策事業[建築指導課] 7,414

・ 市有建築物耐震改修促進事業 59,750

[建築指導課　※耐震改修促進計画の進行管理窓口] （再掲）

災害時における住民への迅速・確実な情報伝達手段としての防災行

政無線のデジタル化に向け、電波伝搬調査、現地調査及び実施設

計を行う。

安心安全な暮らしを実現するための様々な情報を市民に提供し、防

災意識等の啓発と高揚を図ることを目的に、現在のガイドブックを更

新し、全世帯に配布する。

地下壕の安全を確保するため、入口封鎖工事を実施するとともに、

未封鎖の地下壕の実態調査等を行う。

アスベスト被害の未然防止を図るため、民間建築物におけるアスベスト

対策に要する費用に対し、その経費の一部を助成する。

   アスベスト含有分析調査　補助率　１０／１０　限度額  ２５万円

   アスベスト除去等工事　　 補助率　１／３　　　限度額１６３万円

住宅の耐震性の向上を図るため、昭和５６年５月以前の木造住宅の耐震

診断及び耐震改修に要する費用に対し、その経費の一部を助成する。

      耐震診断　補助率　２／３　限度額　 ３万円

　　　耐震改修　補助率　１／３　限度額　３０万円

市有建築物の耐震診断、改修工事等を実施する。

　    　　　 湯之退避舎、喜入中卓球場、吉田支所第一庁舎、花尾保育

             所、市民体育館補助館、喜入武道館、改新小、宮川野外活

             動センター、錦江工事事務所、保健所、高齢者福祉ｾﾝﾀｰ

　　　　　　松元、分遣隊（甲南、伊敷、田上）　　　　　　　　　　計１4施設
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【１．安心して健やかに暮らせるまち〔安心健康都市〕】

（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

・ 都市公園パトロール事業[公園緑化課] 47,385

（新） ・ 消防救急無線デジタル化整備事業［消防局情報管理課］ 11,550

（新） ・ 喜入分遣隊庁舎整備事業［消防局総務課］ 17,577

・ 住宅用火災警報器設置促進事業(安心安全マイホームの推進) 76,979

[消防局予防課］

・ 消防車両等整備事業[消防局総務課] 172,186

（拡） ・ 消防施設・設備整備事業[消防局総務課] 97,023

（拡） ・ 消防緊急通信指令システム整備事業[消防局情報管理課] 75,291

・ 新型インフルエンザ等感染防止対策事業[消防局警防課] 10,977

（拡） ・ 救急拠点整備事業[消防局警防課] 20,711

都市公園を利用者が安心安全に利用できるよう、遊具、駐車場など

公園施設のパトロール及び利用者へのマナー喚起等を行う。

消防救急無線のデジタル化を行うため、電波伝搬調査及び基本設計

を実施する。

消防緊急通信指令システムの安定稼働を維持するため、機器を更新

整備する。

喜入分遣隊の施設整備のための地盤調査及び実施設計を行う。

伊敷分遣隊ほか３分遣隊の耐震改修など

消防庁舎の保全計画に基づく改修

２３年６月に完全義務化されるため、設置促進の強化年度として、安

心安全火の用心サポーターによる啓発及び訪問調査等を継続して

実施する。

消防ポンプ自動車、防災車等の更新

屈折はしご車（南林寺分遣隊）のオーバーホール

新型インフルエンザ等の対策として、感染防止衣などの感染防止用資

器材を整備する。

高規格救急車等の導入（桜島西分遣隊）

9 



【１．安心して健やかに暮らせるまち〔安心健康都市〕】

（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

・ 消防分団舎整備事業[消防局警防課] 5,950

・ 都市基盤河川改修事業 330,162

　[河川港湾課、区画整理課、谷山都市整備課］

・ 公共下水道（雨水渠）の整備 945,980

　［河川港湾課、区画整理課、吉野区画整理課、

　谷山都市整備課、谷山建設課]

・ 低地区総合浸水対策緊急事業[河川港湾課、谷山建設課] 245,100

・ 港湾改修事業[河川港湾課] 69,147

（新） ・ 急傾斜地崩壊防止施設状況調査事業［河川港湾課］ 6,600

（拡） ・ ＩＡＶＣＥＩ（ヤブセイ）総会開催準備事業［安心安全課］ 8,778

土地区画整理事業など他の事業との関連による水路の新設改良や老

朽水路の改良等を行うとともに、浸水地域の解消を図るほか、長寿命

化計画を策定する。

港湾の機能向上を図るため、防波堤などの施設整備を行うとともに、

長寿命化計画を策定する。

低地区における浸水被害の軽減・解消を図るための排水施設の整備

については、２３年度で完了する。引き続き、応急対策として可搬式ポ

ンプを設置するなど浸水対策に取り組む。

      ポンプ場稼動　　22年度末　12箇所　→　23年度末　１4箇所

土地区画整理事業とあわせて、区画整理区域内外の都市基盤河川

（木之下川、脇田川）の改修工事を進める。

急傾斜地崩壊防止施設を対象とした安全点検調査を実施する。

２５年度に本市で開催するヤブセイ総会のＰＲをＩＵＧＧ（国際測地学・

地球物理学連合）総会で行うとともに、ヤブセイ総会開催年度が桜島

の大正大爆発から１００周年にあたることから、県と共同で市民向けイ

ベント等を実施するための実行委員会を設立する。

前之浜分団、竜水分団ほか６分団の外壁改修など
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【１．安心して健やかに暮らせるまち〔安心健康都市〕】

（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

・ 路面清掃車整備事業［道路維持課］ 59,020

・ 降灰除去事業 882,709

[道路維持課、道路建設課、公園緑化課、

施設課、市民スポーツ課、農地整備課]

（拡） ・ 克灰袋配布事業［環境衛生課］ 26,609

・ 地域安心安全推進指導員設置事業［安心安全課］ 6,643

（拡） ・ 地域安心安全ネットワーク会議活動支援事業[安心安全課] 5,833

（拡） ・ 青色防犯パトロール隊活動費補助事業[安心安全課] 3,204

自主防災組織や地域安心安全ネットワーク会議の結成促進と活動の

活性化を図る地域安心安全推進指導員を設置し、あわせて地域から

の交通安全に関する要望について、現地調査や関係機関との連絡調

整等を行う。

　　　設置期間　21年度～23年度（３年間）

　　　設置人数　3人

小学校区ごとに防犯パトロール隊、スクールガードなど地域の安全

確保のために活動している団体等で構成する「地域安心安全ネット

ワーク会議」の設置・運営を支援する。

　　　・設立から３年度目までの団体への補助：５万円（３年間を限度）

（拡）・上記以外の団体への補助：３万円（さらに３年間）

ガソリンなど燃料費の高騰の際の緊急措置として３年間を限度に実

施してきた青色防犯パトロール隊への活動費補助を３年間延長す

る。

降灰対策について、道路、学校校庭等の降灰除去及び集積された宅

地降灰の搬出を行う。

   道路、公共下水道（雨水渠）、宅地、公園、歩道緑地帯、学校校庭、

   体育施設、農道等

道路に堆積した降灰等を除去する路面清掃車の購入を行う。

降灰地域の一般家庭に克灰袋を配布することで、宅地内降灰の円滑

な除去を図る。近年の活発な桜島の火山活動を踏まえ、２３年度から

当分の間、備蓄枚数を増やすとともに、年度始めに事前配布を行う。
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【１．安心して健やかに暮らせるまち〔安心健康都市〕】

（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

（拡） ・ 安心安全パートナーシップ事業［安心安全課］ 10,269

・ 「だまされもはん」振り込め詐欺・悪質商法啓発事業[消費生活センター] 2,545

・ 消費生活エキスポかごしま事業［消費生活センター］ 1,500

（新） ・ 消費生活出張講座強化事業［消費生活センター］ 2,754

<ともに支えあい、心に届く福祉をすすめる>

（拡） ・ 第２０回記念福祉ふれあいフェスティバル事業［地域福祉課］ 11,848

（拡） ・ 地域福祉推進事業[地域福祉課] 39,652

安心安全まちづくり市民大会の開催等を行うほか、防犯パトロール隊

の結成促進を図るためのパトロール用品の支給に加え、新たに前回の

支給から一定期間経過したパトロール隊への用品の再支給を行う。

振り込め詐欺や悪質商法の被害の未然防止のため、公共交通機関や

市広報紙等による広報及び啓発を行う。

消費者関連法の周知や消費者被害未然防止のため、各種啓発資料

（悪質商法対策シール等）の作成や体験型の手法を用いたロールプレ

イング方式の講座を導入する等、消費生活出張講座の強化を図る。

消費者問題が複雑・多様化していることから、消費者情報の発信や

消費者啓発を積極的に行うための体験型イベント「消費生活エキスポ

かごしま」を開催する。

福祉に対する市民の理解と関心を深めるイベントとして実施してきた

「福祉ふれあいフェスティバル」を２０回目の記念事業として、鹿児島ア

リーナ会場に加え、アミュ広場でイベントを開催するなど、内容を充実

して実施する。

市民誰もが安心して健やかに暮らせる地域社会づくりのために、地域福

祉計画に基づき、地域福祉計画推進委員会の開催や地域福祉支援員

の配置を行うなど、生活の拠点である地域に根ざして、互いに支えあい

助けあう仕組みを整える。

　　　　・地域福祉計画推進委員会の開催

　　　　・地域福祉支援員（6人）の配置

　　　　・小地域ネットワーク支えあい補助金（補助率２／３　上限５万円）

（拡）　・次期地域福祉計画の策定　　など
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【１．安心して健やかに暮らせるまち〔安心健康都市〕】

（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

・ 地域福祉館住込管理人室改修事業[地域福祉課] 20,396

・ 友愛パス交付事業[障害者福祉課] 300,705

・ 友愛タクシー券交付事業[障害者福祉課] 78,422

（新） ・ 重症心身障害児通園事業[障害者福祉課] 16,598

（拡） ・ 障害者福祉施設整備補助金[障害者福祉課] 476,505

（拡） ・ 障害者福祉計画策定・管理事業[障害者福祉課] 2,902

・ 障害福祉サービス利用者負担軽減事業[障害者福祉課] 7,254

・ 児童デイサービス利用者負担軽減事業[障害者福祉課] 20,330

障害者の社会参加を促進するため、友愛タクシー券を交付する。

障害者の社会参加を促進するため、友愛パスを交付する。

在宅の重症心身障害児に対し、運動機能訓練等の必要な療育を行う

施設への通園サービスを実施する。

現行の鹿児島市新障害者福祉保健計画、鹿児島市障害福祉計画第

２期計画の進行管理を行うとともに、鹿児島市障害福祉計画第３期計

画を策定する。

利用者の負担軽減を図り、利用を促進するため、利用者負担額を２

分の１とする。

利用者の負担軽減を図り、利用を促進するため、利用者負担額を無
料とする。

施設利用者の福祉の向上を図るため、障害者福祉施設の整備を行う

社会福祉法人に対し、経費の一部を助成する。

 （拡）スプリンクラーの整備　    　４箇所

 （拡）施設の耐震化に伴う改築 　１箇所

地域福祉ネットワークの充実を図るため、地域福祉館の住込管理人室

を地域福祉支援ルームや利用者のための交流スペースとして会議室

に改修する。
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【１．安心して健やかに暮らせるまち〔安心健康都市〕】

（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

・ 障害児補装具利用者負担軽減事業[障害者福祉課] 1,303

（拡） ・ 移動支援事業（利用者負担軽減）[障害者福祉課・保健予防課] 4,047

（拡） ・ 日中一時支援事業（利用者負担軽減）[障害者福祉課・保健予防課] 836

（拡） ・ 児童福祉施設整備費等補助金[こども福祉課] 106,960

・ 国民健康保険事業特別会計に対する繰出金（保険税軽減） 3,300,000

[国民健康保険課]

・ 特定健康診査・特定保健指導事業［国民健康保険課］ 279,380

・ 国保ヘルスアップ事業[国民健康保険課] 9,131

入所者の安心・安全を確保するため、児童福祉施設（母子生活支援

施設）の整備を行う社会福祉法人に対し、経費の一部を助成する。

（拡）施設の耐震化に伴う改築　　１箇所

利用者の負担軽減を図り、利用を促進するため、従来の生活保護世帯

に加え、市民税非課税世帯についても利用者負担額を無料とする。

利用者の負担軽減を図り、利用を促進するため、利用者負担額を２

分の１とする。

利用者の負担軽減を図り、利用を促進するため、従来の生活保護世帯

に加え、市民税非課税世帯についても利用者負担額を無料とする。

医療制度改革による医療費適正化対策として、糖尿病等の生活習慣

病予防の徹底を図るため、４０歳以上７５歳未満の国保被保険者を対

象にメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した健康診査

及び保健指導を実施する。

被保険者の生活習慣病の予防及びその重症化を防ぐため、訪問指

導等による健康指導を実施する。

国保被保険者の税負担の軽減を図るため、一般会計から国民健康保

険事業特別会計に対する繰出しを行う。

国保被保険者の税負担の軽減を図るため、一般会計から国民健康保

険事業特別会計に対する繰出しを行う。
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【１．安心して健やかに暮らせるまち〔安心健康都市〕】

（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

（拡）　・ 健康づくり推進事業[国民健康保険課] 6,587

<健やかで明るい高齢社会を築く>

（拡） ・ 第２５回記念長才まつり開催事業[高齢者福祉課] 14,003

・ 敬老パス交付事業[高齢者福祉課] 450,283

・ 愛のふれあい会食事業[高齢者福祉課] 53,343

・ 後期高齢者医療療養給付費負担金[高齢者福祉課] 5,320,000

・ 後期高齢者医療特別会計繰出金[高齢者福祉課] 1,364,036

・ 後期高齢者長寿健診事業[高齢者福祉課] 90,403

・ 後期高齢者保健事業[高齢者福祉課] 79,274

高齢者の生きがいづくり、健康づくりを推進するイベントとして実施して

きた「長才まつり」が２５回の節目を迎えることから、記念式典をはじめ

各種イベントを記念事業として開催する。

高齢者の生きがいづくり、社会参加活動を促進するため、敬老パスを

交付する。

高齢者の医療の確保に関する法律の規定に基づき、広域連合に

対し療養給付に要する経費を負担する。

後期高齢者医療特別会計に対し保健事業等に係る経費について繰出

しを行う。

生活習慣病等を早期発見し、重症化を予防することを目的として、

後期高齢者医療被保険者に対し、長寿健診を実施する。

後期高齢者医療被保険者の健康保持増進のため、はり・きゅう施設利

用及び人間ドック・脳ドック利用に対する費用の一部を助成する。

重複・多受診者に対し、適正な受診や日常生活改善の支援、療養方

法等の保健指導を行うことにより、健康の保持増進、疾病の早期回復

を図り、医療費の適正化を図る。

（拡）腎臓病予防事業として慢性腎臓病（CKD)予防セミナー開催

家に閉じこもりがちな高齢者の社会参加や孤独感の解消を図るた

め、会食を実施する団体に、給食サービスを提供する。
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【１．安心して健やかに暮らせるまち〔安心健康都市〕】

（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

（拡） ・ 介護老人福祉施設等整備費補助金［介護保険課］ 379,000

（拡） ・ 高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画策定管理事業[介護保険課] 3,673

（新） ・ 元気づくり高齢者促進事業[介護保険課] 45,371

（新） ・ 認知症相談窓口設置事業[介護保険課] 2,720

・ 訪問介護等利用者負担助成事業[介護保険課] 6,548

・ 低所得者利用者負担助成事業[介護保険課] 11,105

・ 介護保険特別会計繰出金[介護保険課] 5,004,114

<安心して子育てができる環境を整える>

・ 特別保育事業[子育て支援推進課] 678,997

　

・ 病児・病後児保育事業[子育て支援推進課] 68,195

介護基盤の充実を図るため、施設整備を行う社会福祉法人に対
し、建設費の一部を助成する。
　特別養護老人ホームの創設・増床　　５施設

介護予防事業の対象となる元気づくり高齢者を把握するために、基本

チェックリスト等を要支援・要介護者を除く介護保険第１号被保険者に

配付後、郵送及び訪問等による回収を行い、対象者を把握し、介護

予防を推進する。

認知症の人が住みなれた地域で安心して住み続けるために、認知症
の相談や周知・広報を行う相談窓口を、市民に身近な地域福祉館等
へ設置し、介護家族等に情報提供等を行うとともに、精神的な負担軽
減を図る。

低所得者の利用者負担を軽減するため、居宅サービス利用等の利用

者負担額の一部を助成する。

障害のある低所得者の負担を軽減するため、訪問介護利用の利用者

負担額の一部を助成する。

乳幼児の健康の保持と精神の成長・発達の促進を図るため、延長保

育、一時預かり等を実施する。

保育所に通所中の児童等で、病気の回復期にあるものの、集団保育

等が困難である児童を一時的に施設で預かることにより、子育てと就

労との両立を支援する。

介護保険特別会計に対し保険給付費等に係る経費について繰出し

を行う。

２０年度に策定した高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画を見

直し、２４年度から３年間の新たな計画を策定する。
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【１．安心して健やかに暮らせるまち〔安心健康都市〕】

（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

（拡） ・ 私立保育所補助金[子育て支援推進課] 351,072

（拡） ・ 認可外保育施設補助金［子育て支援推進課］ 61,735

（新） ・ 親子つどいの広場整備事業[子育て支援推進課] 201,893

（新） ・ あったか家族推進事業[子育て支援推進課] 1,000

　　　

（拡） ・ すこやか子育て交流館管理運営等事業[子育て支援推進課] 85,095

　　　

（新） ・ 子育て支援団体活動支援事業[子育て支援推進課] 6,350

　　　

（拡） ・ 放課後児童健全育成事業[子育て支援推進課] 489,035

　

　　　

地域で子育て支援を行う団体等を支援するため、備品購入費を助成す

る。

昼間保護者のいない小学校低学年児童に対して、適切な遊びと生活

の場を提供し、放課後における児童の健全育成を図る。

（拡）児童クラブの開設　9箇所

　　　運営時間の１時間延長(土曜日、夏休み等）

認可外保育施設に入所している児童の福祉の増進と健全な育成を図る

ため、冷暖房費や運営費等を助成する。

(拡）児童健康診断補助金の新設

南部地域において、親子つどいの広場の用地取得及び実施設計等

を行う。

すこやか子育て交流館の管理運営及び子育て家庭等を支援するため

の各種講座や育児相談等を行う。

(拡）りぼんかんフェスティバルやお父さん子育て応援事業などの実施

子育てを支援する環境づくりを推進するため、すこやか子育て交流館で

の啓発イベントや街頭キャンペーンを行い、家族のふれあいや絆、父親

の育児参加の大切さなどを啓発する。

私立保育所の職員の資質向上と保育内容の充実を図るため、研修費

や運営費等を助成する。

(拡）療育支援児保育補助金の新設
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【１．安心して健やかに暮らせるまち〔安心健康都市〕】

（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

（拡） ・ 児童福祉施設整備費等補助金[子育て支援推進課] 107,633

（拡） ・ 私立保育所運営費[子育て支援推進課] 8,298,419

・ 多子世帯保育料軽減事業（保育所関係）［子育て支援推進課］ 23,293

（再掲）

（拡） ・ 子ども手当[こども福祉課] 13,214,934

（拡） ・ 子どもすこやか安心ねっと事業[保健予防課] 18,162

<市民の健康・体力づくりを支援する>

・ かごしま市民健康５５プラン推進事業[健康福祉総務課] 3,048

（新） ・ ５５プラン最終評価のための実態調査事業［健康福祉総務課] 13,474

保育所に入所する第３子以降の子どもを有する世帯の経済的負担を

軽減し、子育て支援の充実を図る。

保育所の定員増により入所枠を拡大するとともに、保育所に入所する

児童に係る運営費を支給する。

(拡）当初定員　22年度　7,223人　→　23年度　8,143人（920人増）

待機児童の解消を積極的に推進するため、定員増を図る保育所の施

設整備に対し助成する。

　　　     保育所の増改築　1箇所

平成18年度に実施した水源の掘削工事に引き続き、配管等の設備

工事等を行う。

市民の健康づくり計画である「かごしま市民健康５５プラン（１４～２４年

度）」について、生活習慣･健康意識の現状、実績を把握するための

実態調査を行い、最終評価及び次期プラン策定に向けた調査結果の

集計及び分析を行う。

子どもの発達段階に応じた支援体制を整備し、子育てに関する保護者

の不安の軽減を図り、子どもの健やかな発達を促す。

（拡）・乳幼児相談員の増員（保健師１人、心理相談員１人）

　　　　　　22年度　３人　→　23年度　５人

　　　・発達状況などの経過観察を必要とする３歳以上の幼児を

　　　　対象としたわくわく親子教室の新設

次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを支援するため、中学校修

了前までの子どもを対象に、子ども手当を支給する。

   子ども一人につき　月額　1万3千円

次代を担う子どもの健やかな育ちを支援するため、中学校修了前ま

での子どもを対象に、子ども手当を支給する。

（拡）３歳未満の子ども一人につき　月額　1万3千円　→　2万円

平成18年度に実施した水源の掘削工事に引き続き、配管等の設備

工事等を行う。

市民の健康づくりを推進するため、健康づくり推進市民会議の運営

や、健康ニュース、パンフレットの配布等を行う。
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【１．安心して健やかに暮らせるまち〔安心健康都市〕】

（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

（拡） ・ 食育推進事業［健康福祉総務課] 4,520

（新） ・ 食育推進計画中間評価事業［健康福祉総務課] 6,312

・ 自殺対策事業［保健予防課］ 4,145

　

　

（拡） ・ 妊婦健康診査・健康相談事業[保健予防課] 590,226

（拡） ・ 元気いきいき検診事業[保健予防課] 503,609

（拡） ・ 乳幼児細菌性髄膜炎予防接種事業[保健予防課] 834,796

「かごしま市食育推進計画（２１～２５年度）」を進めるため、食育推進

ネットワークの連携強化を図るとともに、食に関する情報を発信し、市

民が自主的に食育に取り組むための環境づくりや支援を行う。

　（拡）食育実践活動を行う食育関係団体、生産者、ボランティア、

　　　　市民に対して、５つの目標の分野ごとに支援・助言を行う

　　　　食育推進支援員（仮称）を設置。

「かごしま市食育推進計画（２１～２５年度）」の取り組みの状況、実績

を把握するための実態調査を行い、計画後期における食育関連事業

のさらなる推進を図るために中間評価を行う。

生活習慣病の予防・早期発見のため、各種がん検診等を実施する。

（拡）・乳がんの個別検診にマンモグラフィ検査の追加

　　　・がん検診と特定健診等を同時に受診できる会場や休日に実施

　　　 する会場の増設

乳幼児がかかると重い後遺症や死亡の恐れのある細菌性髄膜炎予

防のワクチン接種を全額公費負担で実施する。

　（拡）インフルエンザ菌ｂ型（ヒブ）ワクチン及び小児用肺炎球菌ワク

　　　　チンの接種費用の全額公費負担

　・対象者：接種日において生後２ヶ月～満５歳未満の者

「社会で取り組む自殺対策」という市民及び職員の意識の醸成を図

り、自殺対策を総合的に推進する。

妊娠・出産の安全性の確保及び健診にかかる経済的負担の軽減を図

るため、公費負担による妊婦健康診査を実施する。

　　　　　・公費負担回数　１４回

　　　　　・県外里帰り中の健診に対する償還払い

　  （拡）・検査項目の追加
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【１．安心して健やかに暮らせるまち〔安心健康都市〕】

（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

（新） ・ 子宮頸がん予防接種事業[保健予防課] 485,938

（新） ・ 新南部保健センター整備事業〔南部保健センター〕 605,645

・ 市民生き生きスポ・レクフェスタの開催［市民スポーツ課］ 3,576

（新） ・ スポーツ・レクリエーション意識調査事業［市民スポーツ課］ 2,274

　

（新） ・ ２０１１年世界室内自転車競技選手権鹿児島大会開催事業 60,000

［市民スポーツ課］

　

（拡） ・ 体育施設等整備事業［市民スポーツ課］ 204,486

・ 新鴨池公園水泳プール整備・運営事業［市民スポーツ課］ 195,561

女性の子宮頸がん予防のワクチン接種を全額公費負担で実施する。

　・対象者：中学校１年生～高校１年生に相当する年齢の女性

２３年４月にリニューアルオープンする新鴨池公園水泳プールをＰＦＩ

事業者が指定管理者として管理運営を行う。

スポーツ講演会のほか競技形式の生き生きカップ大会や自由参加

の体験種目を設け、市民の誰もが気軽にスポーツ・レクリエーション

を楽しむ機会を提供する。

２３年１１月４日～６日の３日間、鹿児島アリーナにおいてヨーロッパを

中心に約２０の国と地域が参加する世界室内自転車競技選手権大会

を開催する。

市民一人ひとりが生涯を通じて、日常的にいつでもどこでも気軽に

スポーツ・レクリエーション活動に親しめるよう、体育施設等の整備、

充実を図る。　　桜島溶岩グラウンド地盤改良測量設計ほか

南部保健センターを親子つどいの広場との複合施設として移転新築

するための用地取得及び実施設計等を行う。

スポーツ・レクリエーションに関する市民の意識を調査し、今後の施策

の参考とする。
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【１．安心して健やかに暮らせるまち〔安心健康都市〕】

（単位：千円）

事         業          内          容 予  算  額

（新） ・ ドクターヘリ運航事業（病院事業特別会計）［市立病院］

72,291

（新） ・ 小児救急医療拠点病院事業（病院事業特別会計）［市立病院］ 96,775

（拡） ・ 医療機器整備事業（病院事業特別会計）［市立病院］ 243,937

（拡） ・ 市立病院建設事業（病院事業特別会計）［市立病院］ 5,857,869

リモートアフターローディング治療装置等の高度医療器械を整備す

るなど、中核的医療機関としての機能を高め、より一層の医療サービ

スの向上に努める。

新病院建設に向けて、実施設計業務を終え、病院建設事業用地を

購入する。

小児の重症救急患者の医療の確保を図るため、小児救急医療拠
点病院の指定に向け、体制を整備し、小児地域医療の二次、三次
救急医療としての役割を担う。

救急医療体制の充実を図るため、ドクターヘリの運航を開始し、救急

患者の救命率の向上等に努める。
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